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⑦

高専と技科大の関係

　高専は，中学校卒業者を対象に， 5年間の一貫教

育で「もの作り」に強い技術者を養成する完成型教

育システムとして，創設以来 50余年にわたり，我

が国の産業界に人材を輩出し続けてきた．さまざま

な産業分野で多くの卒業生が活躍している現状から，

従来型の教育システムとは異なる高専におけるいわ

ゆる「くさび形教育」が，日本独自の技術者育成シ

ステムとして成功を収めてきたといえる．

　その一方で，向上心溢れる学生が，高専本科を卒

業後に，より高度な知識と経験を求めて大学への進

学を希望するのは必然の流れであった．高専本科卒

業生を受け入れ，学部 3，4年と大学院修士課程の

2年を合わせた 4年間の一貫教育により，我が国の

技術革新の担い手として上級技術者へと導く，新構

想大学として設計された技術科学大学（以下，技科

大）が，高専設立に遅れること 14年後の 1976年

に設立されている．豊橋と長岡の両技科大には，毎

年約 800名の学生が入学し，その 80％以上は高専

卒業生である．設立以来，述べ 2万人を超える高専

卒業生を育成してきたことから，技科大は高専教育

の実例とその変革を最もよく知っている大学といえ

よう．

　本稿では，高専教育の特徴を整理するとともに，

技科大が実践してきた高専教育を前提とした教育の

実際と，情報系人材育成のいくつかの例を紹介する．

また，グローバル化，ボーダレス化した産業界の求

める実践的・創造的グローバル技術者の育成を行う

上で，現在進められつつある高専教育の改革につい

ても紹介する．

高専教育の特色と弱点

　これまでに産業界などから寄せられた声をまとめ

ると，高専教育の特色については以下のようなこと

が挙げられよう．

（1）中学卒業直後の若い時期から技術に触れ，実験・

実習に重点を置く 5年間一貫の教育により，技

術基礎力がしっかり構築された技術者教育であ

ること．

（2）実学志向の技術教育により，ロボットコンテス

トやプログラムコンテストなど技術力を競う競

技や，電気主任技術者などの資格取得と相まっ

て，もの作りに長けた人材の育成を行っている

こと．

（3）寮生活を通じた人間形成教育により，自立心が

高く，何事にも積極的に取り組む人間形成が行

われていること．

（4）素直・素朴な学生が多く，仲間意識が高いチー

ム作業への高い適応力を備えた人材が育成され

ていること．

　高専では，特に学生の自主性を尊重する教育が行

われ，これが，現場での判断を求められる技術者の

育成に大きな効果を上げている．たとえば，東日本

大震災の際に，被災地域の高専では，高専に避難し

てきた被災した地域住民に，学生が自発的に支援活

動を行ったことなどに見てとれよう．
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　一方，高専の本科生・専攻科生ともに，次のよう

な指摘もある．

　（a）リベラルアーツの不足，（b）語学力（特に

英語能力） ，（c）コミュニケーション力の不足．

　これらの指摘は，早期からの実験・実習などの導

入により高い技術力と専門知識の体得を実現した反

面，人文科学・自然科学・社会科学など，基礎教養

的科目の履修時間が圧迫されたことによる．昨今の

グローバル化の進行は，技術系人材においても文化・

多文化を理解した上で，組織を束ねて成果を上げる

ことが要求されるため，リベラルアーツ教育の充実

が求められているということであろう．

　高専卒業生の語学力，特に英語力不足に関しては，

高専卒業生は大学入試を経ていないため，英単語力

に相当の差が出ることに加えて，高学年での英語の

講義が大学 1，2年次と比較して少ないことが大き

な要因であると考えている．大学へ編入学してくる

学生を見ていると，初めての国際会議でうまく説明

できず一念発起して英語を学ぶことで大きく英語コ

ミュニケーション力を伸ばす学生が多々いることか

ら，英語を卒業のための必修科目と捉えるのではな

く，専門的キャリアの面から必須であることを実感

させる仕組みが有効と考えられる．最近は，多くの

高専で海外研修や英語教育が強化されており，本学

に進学してくる学生の中にも TOEIC700点以上の

学生も増え，技科大の学部 4年次の必修科目となっ

ている実務訓練を海外で履修したいと希望する学生

も増加するなど，海外での経験を積んだ学生の比率

向上に伴い，海外経験のない学生においてもグロー

バルな視野が広がる等の波及効果が表れている．今

後，英語が苦手な高専生の印象は解消されていくも

のと思われる．

　コミュニケーション力についての指摘は，思春

期の 5年間をほぼ同じメンバで過ごす環境に要因

の 1つがあると思われる．この環境は，高専生の

特色（4）に示された気質が育成される要因でもあ

るが，思春期に比較的小規模で外部との摩擦が少な

い居心地の良い組織にいると，ストレスを感じなが

ら組織外の人とコミュニケーションをとるための方

法を学ぶ機会を逸してしまうためと推測している．

高専と連携した技科大の教育

　前述のように，豊橋と長岡の両技科大は，在学生

の 80％以上が，高専からの 3年次編入学生である．

このため，技科大では編入生が高専で受けてきた実

学重視の技術者教育を前提とし，それをシームレス

に発展させることが求められる．これを実現するた

め，技科大では，高専で技術を学んだ若者に，高い

レベルの科学を教え，より高い技術に挑戦させるこ

とで知識と経験の両者をスパイラルアップさせる，

“らせん型教育”を実践してきた（図 -1）．　
　このらせん型教育の考え方は，若いときから技術

に触れ，一流選手のプレーを目標に理論の学習と実

践を繰り返すことで一流のアスリートを育てるス
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図 -1　 高専教育と連続するらせん型教育．基礎と専門をスパイラ
ルアップさせることで，専門知識の高度化と実践力の向上を図る
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ポーツ界の育成システムと根幹は同じで，一定水準

以上に到達した学生（選手）が，次のステージに対

する具体的な目的意識を持って臨むことで，高度な

理論を実践する能力を体得させるものである．

　技科大における教育は，高専で受けた学習履歴と

学生が習得した知識と経験を前提とするため，大学

のカリキュラム設定に際しては高専教育との接続性

の担保が重要となる．大学設置当初は，高専におい

ても学習指導要領が設定されていたことから， 高専

教育からの移行はスムーズであったが，1991年の

学修単位制の導入以降，各高専のカリキュラム裁量

幅の拡大や学科新設・改編により，履修科目の重複

や，大学履修の前提内容が未履修であるなどの問題

が生じている．大学履修科目の中で，高専で未履修

の学生に配慮して初学者向けの内容を増やすと既履

修者の学習意欲を削ぐことになる．そこで，未履修

者向けのリメディアル科目の増設や学習サポート体

制の整備などの対策を講じている．一方，高専にお

いても専門のコアを保証するため，モデルコアカリ

キュラムが導入され，アウトカムズ評価等，質的保

障のための改革が行われている．これらの高専側の

改革については，筆者が所属する高専連携推進セン

ターを中心として高専と情報共有を強化し，学内へ

のカリキュラム点検や改訂，ファカルティ・ディベ

ロプメント（FD）用の情報提供を行い，高専教育

との接続性を維持できる体制を講じている．

　高専教育の強みは，少人数制を核とした密度の濃

い教育・指導であるが，異分野交流や外部組織との

交流活動を意識的に行わなければ，高専生活で得る

体験が狭い世界のものとなり，向上心や幅広い視野，

俯瞰力の育成を妨げるリスクがある．多角的な問題

分析能力や異分野展開力，コミュニケーション力向

上のためには，幅広い人間関係を構築し多様な経験

を持った人との交流が必要であり，本学では，学外

機関や組織等との積極的な交流や，学内外の講演会

への参加を通して学生に刺激を与えるなど，高専で

学んだ学生の長所をより伸ばし，弱点を気づかせる

取り組みを継続している．

　以上のように，技科大では高専教育を前提とし，

高専と連携した教育を行っているが，卒業・修了時

点での到達度は，学生の学習意欲に大きく依存する．

学生の意欲をいかに引き出し，困難な課題に立ち向

かうチャレンジ精神を涵養するかが重要であり，大

学としては自発的活動を支援する環境作りが重要で

あろう．

　技科大の留学生比率は，全学生の 10%を超えて

いる．また，スーパーグローバル大学の取り組みで

は，留学生と日本人学生が生活をともにして異文化

理解を高めるシェアハウス型のグローバル宿舎を整

備している．この環境の中で，異なる文化背景を持

つ集団の活動を意識的に行う学生が集い，本学主催

の留学生関係イベントの中核を担っている．また，

国際交流クラブ（通称「CALL」クラブ）を創設し，

そのメンバは留学やグローバルな活動に積極的で多

くの実績を挙げている． 

　21世紀 COEプログラムやグローバル COEプロ

グラム，リーディングプログラムなどで，海外の大

学・研究所への訪問支援（海外武者修行），海外共

同研究，海外実務訓練など，国内とは制度の異なる

組織への派遣，さらに企業経営や技術トップによる

講義と対話の場など，学生への刺激と自発的取り組

みを支援する仕組みにより，学生自身の視点が多角

化し，俯瞰的な見方に基づく分析と，多様な人間関

係の構築など，高専卒業生の弱点として指摘されて

いる課題の払拭がなされている．

　また，全国高専教員と協働した人材育成推進として，

共同研究を通じた学生の協働指導の下，年間 100件程

度の教育研究プロジェクトを核として，多くの高専専

攻科生が研究に取り組んでいる．さらに体験実習で

は，夏季休業期間中に毎年約 120名の研究室配属前

の高専本科生を受け入れ，教員ごとに実習プログラ

ムを用意して受講生に研究を体験してもらっている．

これらの高専と連携した取り組みでは，高専連携推

進センターがテーマの募集・マッチング，学生受け
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入れの手続きを行うことで，新任教員にとっても高

専との連携を取りやすい環境を提供している．

　近年の技科大編入学生の傾向としては，ロボコン同

好会，自動車研究会など，ものづくりにかかわる課外

活動において，コンテスト入賞などに成果を挙げてい

る．また，ボランティア活動も，本学創設直後から活

躍している豊橋日曜学校をはじめ，本学学生らによっ

て始まった海岸清掃活動が， NPO（「虹のとびら」）を

創設してその活動を拡大するなど，組織的な活動が目

立っている．これらは，高専でボランティアなどの活

動が広く実践されていることを反映して，大学進学後

にその活動を拡大していると考えられる．

情報・知能工学系での人材育成

　最後に豊橋技術科学大学の情報・知能工学系での

高専出身者の状況を紹介する．情報・知能工学系で

は各高専の情報系の学生だけでなく，電気電子工学

系や機械工学系などの学科の学生も受け入れており，

したがって編入学時までに学んできた内容は出身学

科に応じて異なっている．そのため，たとえばソフ

トウェアの演習科目においては編入学時に各学生の

ソフトウェアに関する知識を把握し，ベーシック

コースとアドバンスコースの 2クラスに分け，情報

系以外の学科出身でソフトウェアに関する知識が十

分でない学生に対しては基礎的内容から講義・演習

を行うなど，他学科出身の学生でも情報系の学生と

して必要な知識を身につけられ，進んでいる学生に

はより高度なレベルの内容に関する知識が得られる

ようなカリキュラムになっている．

　現在，情報処理分野関連で最も注目されているの

は人工知能（AI）関連の研究開発であるが，その

現場では Pythonベースの TensorFlow，Chainer

などのライブラリを使うことが多く，Pythonの知

識は重要となってきている．Pythonに限らず近年

はソフトウェア開発のためのさまざまなプログラミ

ング言語や開発ツールがあり，研究や開発の現場で

ソフトウェア開発を効率的に進めるには必須となっ

てきているが，これらを共通の知識として講義など

で取り上げていくには限界がある．しかし，高専に

おける講義，あるいは卒業研究においてこれらを習

得している学生もおり，このような学生にも満足度

の高い講義内容を提供していくことは，重要な課題

である．一方で，本学での卒業研究において，ある

いは学部 4年次の実務訓練における実習先で初めて

新しいプログラム言語や開発ツールを使う必要に迫

られても，自分でさまざまな情報を集め，習得する

力を持っている．これは，すでに講義などで習得し

たソフトウェア関連の基礎的な知識，技能に加えて，

高専での卒業研究やインターンシップ，学内外のコ

ンテスト参加などを通して，実践的な研究開発現場

でのソフトウェア開発を経験することの重要性を示

唆している．技術の現場における実践的な取り組み

の成果は，World Robot Summit （WRS） 2018にお

いて開催されたロボットの技術やアイディアを競う

ロボットの競技会，パートナーロボットチャレンジ

（リアルスペース）で，本学学生のチームが第 3位

に入賞するなど，さまざまなコンテストや研究発表

での受賞などにつながっている．

　また，グローバル化に関しては，学部 4年次の

海外実務訓練，リーディングプログラムにおけるグ

ローバルサマースクールや長期海外実務訓練などを

通して，積極的に海外へ目を向けるようになってき

ている．情報・知能工学系独自の取り組み例として

は，インドネシアのバンドン工科大学などと共同

開催している国際会議（International Conference 

on Advanced Informatics : Concepts, Theory and 

Applications）でのポスター発表に，編入学をして

きた学部 3年生にも高専の卒業研究の内容での発表

を呼びかけ，発表をサポートすることで，早い時期

から国際学会での研究発表に目を向けてもらう方策

を取っている（図 -2）．
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企業が求める実践的人材育成への展開

　技術科学大学は，高専卒業生を受け入れるために

創設された大学であるがゆえに，高専教育を前提と

し，高専と連携した技術系人材育成を主たるミッ

ションとしている．このため，本稿で述べた取り組

みは，他大学では実施が困難な事例も多々あると思

う．我が国の技術系人材の教育に対して，経団連は

「基礎学力の不足」，「問題設定能力の不足」，「目的

意識の欠如」「狭い専門領域」等の問題点があると

指摘している．残念ながら高専から本学に編入学し

てくる学生にも，同様の問題を抱える学生が一定比

率で存在していることも事実である．高専型教育の

導入で，技術系人材育成に関する課題が解決される

わけではないことを踏まえた上で，技術実装力と柔

軟なアイディアに富んだ人材の育成の場を作り上げ

ていくことが大切であろう．

（2019年 4月 26日受付）
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図 -2　ICAICTA 2018 の様子


